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一
が
所
陀
養
ひ
置
き
て
、
先
々
口
入
を
以
て
第
=
有
付
一
召
仕
ふ
家
来
-
迄

も
憐
惑
す
る
事
他
人
に
越
え
た
り
。
或
時
銀
九
と
一
宮
ふ
で
っ
ち
を
召

置
き
‘
以
来
は
主
家
の
足
鑑
友
ど
に
も
取
立
可
v
申
所
存
に
て
有
り

し
。
銀
八
悪
ぐ
る
ひ
口
一
答
へ
た
ど
す
る
を
‘
人
々
叱
れ
ば
、
さ
た
し

か
り
そ
‘
あ
れ
も
人
の
子
也
と
い
ひ
し
と
ぞ
。
中
西
は
御
屋
形
衆
と

て
、
長
家
に
て
別
議
の
士
に
て
武
功
の
家
怠
れ
ば
、
摩
兵
衛
元
よ
り

武
道
に
建
し
、
共
由
緒
も
田
原
藤
太
秀
郷
の
後
胤
に
て
、
務
量
骨
柄

尋
常
・
な
ら
ざ
れ
ば
、
叉
三
郎
殿
御
加
思
も
あ
る
べ
き
御
沙
汰
た
り
け

る
に
‘
享
保
元
年
十
二
月
六
日
又
三
郎
殿
御
角
入
の
節
、
益
頂
戴
し

て
御
取
肴
被
v
下
候
座
よ
り
煩
ひ
出
し
、
乗
物
に

τ下
宿
し
、
共
日
病

死
し
け
り
。
此
子
徳
太
夫
に
跡
目
百
五
十
石
無
邑
相
違
一
賜
は
り
惰
=
一
一

今
摩
兵
衛
と
名
も
改
め
、
子
孫
今
に
繁
昌
せ
り
と
ぞ
。

O
小
川
久
太
夫
居
邸
健
話

哨
随
鍍
に
云
ふ
。
長
九
郎
左
衛
門
殿
家
士
小
川
久
太
夫
は
、
下
屋
敷

の
内
御
荷
川
の
溢
り
に
宅
あ
り
。
享
保
の
初
、
家
内
の
器
財
を
失
へ

る
事
度
々
也
。
盗
人
の
業
に
て
も
な
く
、
限
前
に
あ
る
物
日
毎
に
失
せ

け
り
。
い
か
さ
ま
是
は
、
此
川
筋
に
古
き
瀬
居
て
化
け
る
と
聞
く
が
‘

件
の
た
す
業
た
ら
ん
か
と
、
民
爾
院
を
請
待
せ
り
。
法
印
来
り
て
控

二
四

を
飾
り
、
提
言
の
秘
印
を
結
び
、
懐
中
よ
り
伽
羅
を
取
出
し
、
是
は

鑓
化
の
恐
る
L
替
な
り
と
て
、
笹
よ
の
香
組
に
焼
か
れ
け
る
に
、
香

織
共
に
た
し
。
是
は
と
一
宮
ふ
内
に
数
珠
も
た
し
。
腸
も
失
せ
け
る
故
、

担
を
破
り
て
蹄
ら
れ
け
り
。
同
家
中
に
小
川
久
左
衛
門
と
て
、
開
流

小
太
万
の
名
仁
あ
り
。
秘
術
に
精
進
太
万
と
て
あ
り
。
潔
捕
し
て
此

秘
術
を
行
ひ
け
れ
ば
、
夫
よ
り
不
思
議
は
止
み
け
る
と
ぞ
。
平
衣
父

が
話
に
、
文
化
年
中
大
聖
寺
の
務
士
茶
、
叙
術
家
闘
丸
郎
兵
衛
へ
入

門
し
、
b
b
t

連
日
稽
古
、
毎
日
稽
古
所
へ
出
座
し
、
現
景
大
聖
寺
へ
賜

る
。
或
夜
手
取
河
原
に
て
狼
数
疋
出
で
容
を
な
す
。
故
に
秘
術
の
精

進
太
刀
を
遁
ひ
け
る
に
‘
狼
共
悉
く
退
去
せ
り
。
彼
藩
士
秘
術
の
霊

験
を
感
服
し
、
師
思
を
謝
せ
ん
矯
め
乎
取
川
よ
り
引
返
し
、
関
氏
へ

来
り
謝
言
を
越
ぺ
て
、
再
び
引
返
し
け
り
と
ぞ
。
予
父
卸
ち
同
門
弟

に
て
、
現
在
見
聞
す
と
。
共
の
姓
名
も
聞
き
た
れ
ど
今
忘
失
せ
り
。

。
長
下
邸
之
林
檎

t

組
尾
記
に
云
ふ
。
長
氏
の
下
邸
四
ケ
所
あ
り
し
が
、
四
ケ
所
共
に
林

檎
を
産
す
。
海
内
一
の
美
産
地
也
と
、
世
人
馨
っ

τ橋
美
す
。
花
の

頃
よ
り
貨
の
な
る
ま
で
は
、
採
菓
師
木
の
心
に
竹
を
建
て
継
を
か
け

て
、
烏
の
憂
を
さ
け
し
む
。
共
形
容
般
に
似
て
、
あ
た
か
も
湊
の
如

し
。
と
い
へ
り
。
今
に
至
り
、
穴
水
町
の
地
治
よ
ぴ
北
の
家
中
と
呼

ぴ
た
り
し
地
等
、
皆
林
檎
の
木
を
多
く
植
ゑ
て
、
其
の
貨
を
賞
美
す
。

放
に
世
人
の
諺
粍
も
、
長
の
り
ん
ご
‘
村
井
の
柑
子
と
い
ひ
て
、
昔

よ
り
共
の
名
高
く
、
市
中
の
名
産
と
す
。

。
下
安
江
村
跡

欝
停
に
云
ふ
。
昔
は
上
安
江
の
村
落
は
‘
安
江
町
の
地
に
あ
り
。
故

に
町
名
に
呼
ぺ
り
。
下
安
江
の
村
落
は
、
今
い
ふ
穴
水
町
の
地
に
あ

り
。
然
る
に
慶
長
年
中
雨
村
共
に
今
の
地
へ
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
た
り

と
。
安
江
の
邑
停
に
、
昔
は
上
・
下
爾
村
共
に
大
村
に

τ、
上
安
江

村
は
村
高
千
三
百
石
像
也
。
然
る
に
今
は
岡
地
甚
だ
些
少
に
成
り
た

り
。
下
安
江
村
は
長
自
然
の
下
邸
の
地
よ
り
移
帥
押
し
、
阻
定
も
村
地
多
分

町
地
と
成
る
と
い
へ
ど
も
‘
村
高
は
今
に
至
り
多
し
。
故
に
村
落
の

戸
数
も
多
し
と
い
へ
り
。

。
安
江
住
吉
社
跡

此
の
枇
は
下
安
江
村
の
産
土
紳
に
て
‘
昔
下
安
江
村
穴
水
町
の
地
に

あ
り
し
頃
は
、
枇
澗
も
此
の
地
に
あ
り
し
が
、
村
落
と
共
に
移
柑
押
せ

り
。
故
に
今
も
穴
水
町
の
地
内
数
戸
、
伎
の
枇
を
産
土
紳
と
す
。
共

の
枇
跡
と
僻
承
す
る
地
ニ
ヶ
所
あ
り
て
、
何
れ
を
正
跡
と
す
る
や
鮮
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滞
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廿
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か
ら
宇
と
い
へ
り
。
査
し
柴
野
美
容
の
飽
尾
記
に
は
、
長
家
士
一
柳
保

興
兵
衛
と
い
ふ
人
の
居
邸
の
庭
内
に
古
木
の
松
あ
り
。
是
安
江
住
吉

祉
の
跡
な
り
と
い
ひ
偲
ふ
。
と
あ
り
。
右
邸
地
は
今
穴
水
町
二
番
丁
に

τ、
此
の
邸
地
の
横
怠
る
川
を
限
り
、
西
の
方
は
三
絃
町
三
祉
の
産

子
と
す
れ
ば
、
此
の
地
に
往
昔
は
枇
殿
あ
り
た
る
怠
る
ペ
し
。
右
枇

跡
の
松
も
近
く
風
折
し
て
伐
取
り
、
今
は
な
し
と
い
へ
り
。

。
安
江
次
郎
盛
高
居
枇

砲
尾
記
に
云
ふ
。
今
枝
氏
の
下
邸
の
地
よ
り
、
長
氏
の
下
邸
上
家
中

に
居
住
す
る
坂
井
紋
兵
衛
・
加
藤
奥
左
衛
門
・
杉
本
・
紳
保
等
の
邸
地

へ
か
け
‘
昔
は
一
直
霊
の
地
域
に
て
、
安
江
次
郎
盛
高
が
居
舘
の
遺

社
也
と
一
宮
僻
へ
た
り
と
。
今
按
宇
る
に
、
右
停
稔
は
憾
な
る
綬
鵠
あ

り
て
の
事
・
な
る
か
、
共
の
擦
を
知
ら
宇
。
三
州
志
に
は
、
今
安
江
村

の
領
に
古
城
跡
と
云
停
ふ
る
所
あ
り
。
若
し
く
は
盛
高
の
住
地
怠
る

か
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
今
の
安
江
村
は
、
.
上
・
下
雨
村
落
共
に

座
長
年
中
に
締
地
せ
し
村
・
な
れ
ば
、
右
古
城
跡
と
い
ふ
は
、
元
よ
り

別
な
る
遺
跡
た
る
べ
し
。
共
の
上
盛
高
の
時
世
は
、
居
舘
を
榔
へ
た

る
の
み
に
て
、
後
の
如
く
城
郭
中
に
居
住
す
る
に
非
歩
。

。
安
江
次
郎
盛
高
侮

二
五




